
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 道祖土小学校 ）     学校番号 ０３０                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 ○明るく、活気のある学校 ○美しい環境で、仲よく学べる学校 ○保護者・地域に信頼される学校        

          

重 点 目 標 

１ さいたま市教育行政に係る子どもの学び方と教職員の教え方の改革を図る。 
２ 安全・安心な学校生活に向けた取組を実施する。 
３ 開かれた学校づくりと家庭及び地域との協働体制を推進する。 
４ 教職員の協力体制の確立と指導力の向上を図る。  

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日 令和７年２月１３日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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（現状） 

〇昨年度の市学習状況調査の結果は、国語・算数

共に市平均の水準より、やや下回る傾向が見ら

れた。また、新体力テストの結果からは、子ど

もの行動体力における各能力に偏りが見られ、

学力と同様の水準傾向が見られた。 

〇子どもの学力向上に係る学校評価アンケート項

目（授業は分かりやすい、先生は教え方を色々

工夫している）の、子どもの肯定的な評価にお

ける過去三年間の平均値は、それぞれ９６．

７％、９７．７％であった。 

（課題） 

〇学力面では、より確実な定着を図る必要があ

る。体力面では、運動好きの子どもをさらに増

やす必要がある。 

〇上記アンケートの「授業が分かりやすい」のＡ

評価が、一昨年度より－５％であった。 

・市の教育施策

に係る授業の

推進 

 

 

 

 

 

⓵全教職員が学びの指標「授業者用チェ

ックリスト」を念頭に置きながら、

「学びのポイント 『じ・し・ゃ・

ク』」の実践を、年間を通じて実践す

る。 

⓶ＩＣＴや習熟度別学習を取り入れた

「個別最適な学びと協働的な学び」の

視点を踏まえた授業を実践する。 

⓵学校評価アンケート項目（授業は分か

りやすい、先生は教え方を色々工夫し

ている）が、子どもの肯定的な評価に

おける過去三年間の平均値を、上回る

ことができたか。 
⓶教職員及び保護者の学校評価アンケート

の該当６及び２項目のＡ評価が、過去三

年間の平均値４５．２％及び４７．８％

以上達成することができたか。 

⓵評価指標の結果は、「授業は分かりやすい」が 

９６．０％で、平均値９６．７％との差が－０．

７（Ａ評価は７４．０％で、同７９．３％との差

が－５．３）、「先生は教え方を色々工夫してい

る」が９７．０％で、同９７．７％との差が－

０．７（Ａ評価は８０．０％で、同差が－２．

３）であった。 

⓶評価指標の結果は、教職員が４４．２％で、差が

－１．０、保護者が４３．０％で、同－４．８で

あった。 

Ａ 
 

⓵子どもによる「学習者の視点」から授業を評

価する「学びの指標」における、１・２学期

の数値の比較では、「主体的な学び」が＋

０．１１、「探究的な学び」が＋０．０８、

「ＩＣＴの効果的な活用」が＋０．１８、

「基礎的な授業スキル」が＋０．０２と全て

数値が向上していることがうかがえる。 

⓶来年度の学校課題研究が「安全教育」が主軸

であったが、次年度からは子どもの実態に即

した新たな学びの研究と修養に、全職員で実

施していく予定である。  

・今の学校教育は昔と違って、教育

の在り方が大きく、急激に変化して

おり、子どもも教師も大きな負担を

抱えている。そのような現状で、子

どもの学習に対する理解の評価項目

が９６．０％という数値を出してい

ること自体、驚くべき成果といって

よいのではないか。また、異学年交

流や本校らしい教育が充実してい

て、先生方の努力に頭が下がる。 

・関係中学校が、ＩＣＴの研究を推

進している。特に学習におけるタブ

レットの利活用に重点を置いている

ため、小学校でもさらに研修を進め

ていけると、互いの学習指導法の向

上につながっていけるし、小・中学

校間での学力向上が期待できるので

はないか。 

・園でも時代の要請で、保護者との

つながりは、携帯電話のメール機能

を活用した「文字によるコミュニケ

ーション」になっている。そのよさ

がある一方で、「保護者と話をす

る」ことがとても減ったことも実感

する。ＩＣＴの裏の顔を考えると、

小学生がタブレットで思いを伝え合

うのは、トラブルに発展しないか心

配な面もある。 

・教育活動の充実や先生と子どもと

の関係構築に向けた取組のお陰で、

大きな問題もなく、学校運営が行わ

れているように感じる。まさしく、

先生方の努力とチームワークのよさ

によるものである。また、先生と子

どもの関係がよくなればなるほど、

学校も少しずつよくなっていくよう

に感じられ、先生方の頑張りに感心

させられる。今後も地域として、学

校に協力させていただきたい。 

・直接体験を通

して、実感を

伴うことがで

きる学習活動

の実践 

 

⓵社会人講師からの直接指導や学校内か

ら場所を変えて行う体験活動を通し

て、「なるほど、楽しい、できてうれ

しい」と思える学習・行事を実践す

る。 

⓶体育の授業や体育的行事を通して、子

どもの運動時間を確保し、運動する機

会を意図的に設定していく。 

⓵子どもたちの「体験・実感」が得られる教

育活動を重視し、社会人講師や民間企業・

本市の教育施策事業に係る出前授業等から

の直接指導を年間通して１０回以上、学校

から場所を変えて行う体験活動を年間通し

て１０回以上設定し、実行する。 

⓶学校評価アンケート項目を、１の②と同様

に教職員（４４．７％）及び保護者  

（３７．３％）で評価。 

⓵出前授業等の実施は、１月末時点で１３回実

施。２月以降は、３回実施予定。学校以外を使

った地域施設等を活用した活動は、本年度２７

回実施することができた。 

 

⓶評価指標の結果は、教職員が６６．０％で、差

が＋２１．３、保護者が３２．０％で、同－

５．３であった。 

Ａ 
 

⓵引き続き、子どもの気付きや意欲を

重視した「体験・実感」の伴った学

習活動を推進するために、地域に開

かれた教育課程を再編成していく。 

⓶体育的行事や業間運動は勿論、体育

の授業では運動量の確保と、運動す

る喜びが味わえる活動となるよう、

工夫・改善を図っていく。 
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（現状） 

〇過去２年間の市学習状況調査における「学校に

行くのが楽しい」の項目に、肯定的に回答した

子どもの割合は、市平均の水準より上回る傾向

が見られた。 

〇学校の「安心」に係る学校評価アンケート項目

（子どもは他の児童と仲よく過ごしている、教

職員は子どもの異変に素早く気付くよう努めて

いる、教職員は子どもを褒め・毅然とした指導

をしている）の、保護者の肯定的な評価におけ

る過去三年間の平均は、それぞれ９３．３％、

８２．０％、９２．７％となっている。 

（課題） 

〇子どもの学校評価アンケート項目（学校は楽し

い、思いやりの心を大切にしている、仲のよい

友達がいる）の肯定的評価が、過去三年間同水

準で推移しており、数値の向上が見られない。 

・子ども同士の

かかわりを大

切にした活動

と、校内で安

全に楽しく生

活することが

できる取組の

実践 

⓵子ども自らが、人とかかわることのよ

さ・楽しさが味わえるよう、同学年・

異学年合同による学習や活動、学校行

事を、計画どおりに実践する。 

⓶子どもたちの基本的な生活習慣や集団

生活におけるルール・マナーが定着で

きるよう、月別生活目標の取組を中心

に指導する。 

⓵子どもの学校評価アンケート項目（児

童会活動は楽しい、仲のよい友達がい

る）の、過去三年間のＡ評価の平均値

（６９．０％、９３．０％）を、上回

ることができたか。 

⓶上記⓵と同様の評価を、子どもの学校

評価アンケート項目（規則正しい生活

ができている；５５．７％、係や当番

の仕事を進んで行う；５９．３％）で

行う。 

⓵評価指標の結果は、「児童会活動は楽し

い」が６５．０％で、平均値との差が  

－４．０、「仲のよい友達がいる」が８

９．０％で、同－４．０であった。 

 

⓶評価指標の結果は、「規則正しい生活がで

きている」が４９．０％で、平均値との差

が－６．７、「係や当番の仕事を進んで行

う」が６２．０％で、平均値との差が    

＋２．７であった。 

 

 

 

 

Ａ 
 

⓵月１回の異学年活動、低学年間での交流学

習等、本校は異学年交流をよく行ってい

る。今年度は子どもの数値として結果が出

ていないが、引き続き、子ども同士のかか

わりを大切にした学習や活動を、今後も継

続していく。 

⓶月１回の生活朝会を通して、月別生活目標

の取組を伝えるとともに、子ども自身に評

価する場面を適宜与えていきながら、子ど

も自らが「気付き・考え・行動する」こと

ができるようにしていく。 
 

・自尊意識を高

める取組の実

践 

 

 

 

 

⓵子ども同士の人間関係を構築し、深め

られるよう、人間関係プログラムや道

徳の授業を核として、互いが認め合え

る活動を重視し、意図的に実践する。 

⓶学校課題研究を受けた「生命の安全教

育」を特別活動や保健学習で、確実に

実践していく。 

⓵さいたま市学習状況調査における「自分

には、よいところがあるか」で、今年度

の肯定的に回答した子どもの割合が、市

平均より上回っているか。 

⓶年間指導計画に即して、全学年が授業実

践することができたか。また、実践内容

の工夫・改善を図ることができたか。 

⓵評価指標の結果は、本校の平均が９１．５％で、

同市平均との差が＋２．１であった。また、昨年

度の本校平均との差は、＋１．０であった。 

⓶年間指導計画に即した授業実践だけでなく、学校

課題研究を生かして「生命の安全教育」を各学年

で実践することができた。また、関係中学校のさ

わやか相談員を招聘して、「いのちの支え合いの

授業」も、６学年で実践することができた。 

 

 

Ａ 
 

⓵心と生活のアンケート結果から教育相談の対象に

なった子どもたちを中心に、個々のもつ課題をよ

く理解しながら、その課題に寄り添ったかかわり

を行っていく。 

⓶各学級や学年、委員会・クラブ活動等、子ども自

らが行う活動は、本人のめあてとその出来栄えに

ついて評価することを繰り返し、教師と子ども、

子ども同士が称賛し合い、認め合える人間関係を

構築していく。 
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（現状） 

〇今年度実施する５０周年行事に向けて、昨年度

実行委員会が発足し、式典も含めた記念行事の

実施準備が進行している。 

〇学校運営協議会において、本校の「育てたい子

どもの姿」についての熟議は図られている。 

〇ＳＳＮがしっかりと組織されており、円滑に機

能している。 

（課題） 

〇５０周年式典も含めた周年行事と学校教育活動

との接続について、検討を進めている。 

〇学校ＨＰも含めた、積極的な情報発信が停滞し

ている。 

・保護者・地域

との連携事業

の実行と完了 

 

 

⓵周年行事実行委員会が機能できるよ

う、学校の取組として協働できる企画

やスケジュールを調整し、参画する。 

⓶「育てたい子どもの姿」の実現に向け

て、家庭・地域で取り組む手立てを検

討し、実行できるように協力する。 

⓵式典も含めた周年行事が、計画どおり

実行することができたか。 

⓶家庭・地域で取り組む手立てを一つ以

上設定し、実践に移すことが検討さ

れ、取り組みに至っているか。 

⓵式典は「子どもが主体」の内容に変更し、準備・

進行を含めて６年児童に役割を与えた内容で実施

できた。また、他に周年行事として全校での取組

を５回、学年ごとの取組を６回実施した。 

⓶学校運営協議会としての新たな取組（三者合同あ

いさつ運動）を本年度より実施し、学校・家庭・

地域の連携強化が、さらに図られた。 

 

 

Ａ 
 

⓵周年行事の取組は適切に保存し、次回の

周年行事に行かせるよう、学校として引

継ぎを行っていく。 

⓶今後も、学校だけでなく、家庭・地域と

併せて、三者が協働して行うべき課題に

ついて協議し合い、新たな取組につなげ

ていきたい。 

 

・情報掲載アプリの活用は近隣校で

も取り組んできたが、保護者からの

評価は高い。保護者にとっては、直

接必要な情報を確認することができ

るからであろう。ただ、学校ＨＰも

同様に内容の充実を図らないと、地

域も含めて、学校での取組や子ども

の活動、先生方の努力が伝わらな

い。情報発信の工夫改善は、各校で

の課題である。 

・ここ数年間の中で、今年度の本校

は、落ち着いた学校環境の中で、子

どもたちが学校生活を過ごしていた

ように感じる。その理由の一つに

「安全教育」に取り組んできたこと

も挙げられるだろう。１０００人の

子どもを、毎日安全に過ごさせるこ

とは、とても大変なことである。学

校保健委員会でも学校の実態に即し

た「子どもの安全」に係る内容を行

ったことで、地域としては学校や子

どもの実情がよく分かって、とても

ありがたかった。教職員が、真摯に

子どもの安全について、日々努力し

てきているお陰である。 

・学校の取組（学校行事等を含め）

を拝見する度、その運営の計画性や

教職員の協働体制に驚かされる。こ

れだけ高い数値が出ると、来年度の

数値が下がることが不安にならない

か、逆に心配してしまう。 

・本校の教育活

動における、

積極的な情報

発信 

 

⓵本校の教育活動の様子を、学校ＨＰを

活用し、保護者・地域に積極的に情報

発信していく。 

⓶学校からの各種たよりや学校安心メー

ルを生かして、適宜・適切に、必要な

情報提供を行っていく。 

⓵⓶各種配信内容を、計画どおりに配信

することができたか。 

⓵⓶保護者の学校評価アンケート項目

（学校は子どもの安全や取組を積極的

に情報発信している）の、過去三年間

のＡ評価の平均値（５２．７％）を、

上回ることができたか。 

⓵⓶不審者情報や学級閉鎖の連絡の他、校外学習に

ついて、活動の様子や到着時刻の報告等、保護者

のニーズに合わせた情報を提供した。（５・６年

の宿泊行事は、計３４回配信）また、本年度３学

期より情報掲載アプリを導入し、学校から配付す

る便りを、デジタル配付で行うようにした。 

⓵⓶評価指標の結果は５４．０％で、平均値との差

が＋１．３であった。 

 

 

Ａ 
 

⓵⓶来年度は、学校ＨＰの更なる活用

や工夫にも取り組んでいく。（例え

ば、学校ＨＰによる本校の教育活動

の様子について情報公開したり、

「学校紹介」や「児童の活動」のコ

ーナの内容を充実したりする。） 
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（現状） 

〇授業や学校生活における事故防止についての事

例研修会並びに教職員の服務に係る研修会を、

それぞれ年１回以上実施し、教職員の危機管理

意識の継続に努めている。 

〇高学年での教科担任制実施により、担当する教

科について、より深い教材研究を行うことがで

きている。 

（課題） 

〇さいたま市教育委員会から委嘱を受けた学校安

全教育に係る研究発表大会を本年度控えてお

り、授業研究を含めた校内安全教育の充実を、

全職員で実施している。 

・教育活動にお

ける事故防止

の徹底と、自

助・共助意識

を育む安全教

育の推進 

 

 

 

⓵事故防止マニュアルに基づいた学習環

境の安全確認と教職員の複数体制によ

る学習指導を実施し、事故防止の徹底

に努める。 

⓶市教委等から指導者を招聘し、本校の

研究課題「自他の生命を尊重し、安全

に行動できる児童の育成」に、研究組

織を生かして全職員で実践する。 

⓵保護者の学校評価アンケート項目（学

校は安全・安心な教育環境を作り、事

故防止に努めている）の、過去三年間

の肯定的評価の平均値（９１．７％）

を、上回ることができたか。 

⓶学校課題研究に係る各種アンケートの

結果から、子どもが目指す子ども像に

迫ることができる根拠を示すことがで

きたか。 

⓵評価指標の結果は、「学校は安全・安心な

教育環境を作り、事故防止に努めている」

が、９３．０％で、平均値との差が＋１．

３であった。 

 

⓶評価指標の結果は、児童アンケート全２３

項目の調査において、Ａ評価が６４．０％

で、過去二年間の平均値６０．５％よりも

＋３．５％であった。 

Ａ 
 

⓵次年度も、授業や学校生活における事故防

止についての事例研修会並びに教職員の服

務に係る研修会を、回数だけでなく内容の

充実も図りながら実施し、教職員の高い危

機管理意識のある職務遂行の継続を図って

いく。 

⓶次年度の学校課題研究テーマを、本校の子

どもの実態に即しながら、市の教育施策と

関連付けて設定し、更なる教育活動の改善

と充実を図っていく。 

 

・教職員の授業

力の向上 

 

 

⓵市教委主催の本校における授業研究会

で、全職員が授業公開・研究実践を行

い、指導事項を教育活動に生かす。 

⓶校内教職員間の授業実践を通して、互

いの授業力向上を図る。 

⓵⓶「学びの指標」に係る評価結果が、

市平均よりも同水準以上となったか。

また、授業研究実践が、師範授業を含

めて、年間１０回以上実践することが

できたか。 

⓵⓶評価指標の結果は、「主体的な学び」は市平均より

＋０．１４、「探究的な学び」は同＋０．１２、「Ｉ

ＣＴの効果的な活用」は同＋０．０５、「基礎的な授

業スキル」は、同＋０．１０であった。また、教職員

間が互いに学び合い、教え合うことを目的とした公開

授業は、計３９回実践することができた。 

Ａ 
 

⓵⓶「学びの指標」の結果や本校職員の自己

評価から、次年度は、さらに教育ＤＸが推

進できるよう、タブレットＰＣを利活用し

た授業実践を推進してく。 



 


